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町
田
市
の
人
口
が
９
月
８
日
に　

万
４０

人
を
超
え
ま
し
た
。
全
国
で　

番
目
、

４１

多
摩
地
域
で
は
八
王
子
市
に
次
い
で
２

番
目
で
す
。　

万
人
目
の
市
民
に
な
っ

４０

た
の
は
、
中
町
４
丁
目
に
お
住
ま
い
の

青
山
稔
広
さ
ん
、
美
穂
子
さ
ん
夫
妻
の

長
男
、
眞
之
介
ち
ゃ
ん
で
す
。
眞
之
介

ち
ゃ
ん
は
８
月　

日
生
ま
れ
、
こ
の
日

２９

に
届
出
さ
れ
、　

万
人
目
に
な
っ
た
も

４０

の
で
す
。

　

市
で
は
こ
れ
を
記
念
し
て
、
９
月　
１２

日
、　

日
、　

日
の
正
午
か
ら
１
時
に

１７

２４

人
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が
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本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
で
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
寺
田
市

長
が
、　

月　

日
に
青
山
家
を
訪
問

１０

１８

し
、
市
長
直
筆
で
「
あ
な
た
の
人
生
が

豊
か
で
幸
せ
多
き
こ
と
を
祈
り
ま
す
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
添
え
ら
れ
た
ア
ル
バ

ム
と
、
町
田
美
術
工
芸
館
で
作
成
し
た

干
支
の
置
物
「
未
（
ひ
つ
じ
）
」
を
記

念
品
と
し
て
贈
り
ま
し
た
。

　

眞
之
介
ち
ゃ
ん
を
抱
い
た
青
山
夫
妻

は
「　

万
人
目
の
市
民
と
聞
い
た
時
は

４０

驚
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
何
か
の
縁
、

よ
い
記
念
に
な
り
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

市
の
人
口
は
昭
和　

年
２
月
１
日
の

３３

市
制
施
行
当
時
が
６
万
１
１
０
５
人
。

そ
の
後
、
昭
和　

年
に　

万
人
目
を
、

３９

１０

昭
和　

年
に　

万
人
目
を
、
昭
和　

年

４５

２０

５７

に　

万
人
目
を
、
平
成
３
年
に　

万
人

３０

３５

目
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
人
口

増
加
率
は
平
成
６
年
に
一
時
減
少
傾
向

に
な
り
ま
し
た
が
、
一
般
の
宅
地
開
発

の
他
、
鉄
道
駅
周
辺
や
工
場
跡
地
に
大

型
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
が
進
み
、
こ
こ

３
年
の
伸
び
率
は
約
１
・
７
％
か
ら

２
・
１
％
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

眞之介ちゃんを囲んで、青山夫妻と寺田市長

記念品を贈りました

トランポリン競技で�
６人の選手が世界大会へ�

　ドイツのハノーバーで１０月２０日から２５日ま
で、第１６回世界年齢別トランポリン競技大会
が行われました。この大会の日本代表選手団
の一員として町田市から６人が選ばれ、出発
前の１０月１７日、その報告に寺田市長を訪れま
した。
　選手は、南四小５年生の内山智加さん、町
田一中３年生の大沢敦さん、石井政幸さん、
薬師中３年の折井駿さん、野津田高校３年の
瓜真守さん、中田侑歩さんの６人です。
　市長から激励の言葉を受けた後、選手の瓜
さんは、「練習の成果を出して予選通過をね
らいたい」と語っていました。

市
を
訪
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん

　都内の各消防団が一堂に会して日ごろの
訓練の成果を競う「第３３回東京都消防操法
大会」が、１０月１１日、東京消防庁消防学校で
開催され、ポンプ車操法の部で町田市消防団
（萩生田勝利団長）が優勝しました。
　大会には都内から２３消防団が参加し、町田
市消防団は南多摩地区の代表として出場した
ものです。
　同消防団の代表となったのは、６月２９日に
行われた第３２回町田市消防団ポンプ操法大会
で優勝した第４分団第３部です。ポンプ車操
法の部では、その操法の正確さと速さ、チー
ムワークを競いました。
　団員は、仕事を持ちながらも毎晩のように
練習を積み、今回の優勝を勝ち取りました。
なお、今回の優勝は、平成１２年第３０回記念東
京都消防操法大会の準優勝に続く栄冠です。
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市
の
情
報
管
理
体
制
は
、
町
田
市
個

人
情
報
保
護
条
例
、
町
田
市
文
書
取
扱

規
程
、
町
田
市
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ

ム
管
理
運
営
規
程
を
は
じ
め
と
す
る
諸

制
度
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
市
民
と
市
だ
け
で
な
く
、
市
と

国
や
他
の
自
治
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
が
急
速
に
進
む
な
か
で
、
情
報
の
安

全
管
理
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
文
書
の
取
り
扱
い
か

ら
情
報
シ
ス
テ
ム
の
運
用
ま
で
の
幅
広

い
分
野
に
わ
た
る
全
庁
的
な
情
報
管
理

体
制
を
つ
く
り
、
市
民
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
利
用
者
か
ら
の
継
続
的
な
信
頼
を

得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
市
と
し

て
の
基
本
的
な
方
針
（
町
田
市
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
方
針
）
を
策
定
し
ま

し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
基
本
方
針
に
基
づ
い

て
情
報
管
理
に
関
す
る
諸
制
度
を
よ
り

一
層
効
果
的
な
も
の
に
改
め
、
情
報
の

安
全
管
理
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
町
田
市
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基

本
方
針
は
市
政
情
報
や
ま
び
こ
、
広
報

広
聴
課
広
聴
係
（
市
民
相
談
室
）
で
無

料
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
田
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
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説　　　明項　　目
市が保有する情報資産の機密性、完全性及び可用性を維持し、
市民からの継続的な信頼を獲得することを目的とする。目的

市が保有する情報資産、情報資産に関する業務に携わる職員及
び市の事務事業の委託を受けた者適用範囲

情報資産を、故意（盗聴、不正アクセス、改ざん、破壊、窃盗
等）、過失（入力ミス、操作ミス等）、災害（火災、地震等）、
故障等の脅威から守るための対策を講じる。

情報セキュリティ
対策

基本方針に基づき、情報セキュリティ対策を実施するための遵
守事項、判断基準及び具体的な手順として、情報セキュリティ
対策基準及び実施手順を定める。

対策基準及び
実施手順の策定

違反した職員及び受託者については、その重大性、発生した事
案の状況等に応じて厳正に対応する。違反者への対応

情報セキュリティ対策が遵守されていることを検証するため、
定期的に監査を実施するものとする。

情報セキュリティ
監査の実施

情報セキュリティ対策についての評価を定期的に実施するとと
もに、情報セキュリティを取り巻く状況の変化等に対応して、
基本方針、対策基準、実施手順及び情報セキュリティ対策の見
直しを実施するものとする。

評価及び見直し

　

国
際
協
力
事
業
団
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

の
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
市

内
に
お
住
ま
い
の
保
田
研
二
さ
ん
の

派
遣
が
決
ま
り　

月　

日
ド
ミ
ニ
カ

１０

２９

共
和
国
に
出
発
し
ま
し
た
。
任
期
は

２
年
で
す
。

　

保
田
さ
ん
は
民
間
会
社
で
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
業
務

に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
定
年

後
に
、
現
地
の
人
々
と
と
も
に
活
動

し
、
持
っ
て
い
る
技
術
を
生
活
環
境

の
改
善
に
役
立
て
た
い
と
い
う
気
持

ち
か
ら
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
志
望
し
ま
し
た
。
過
去
に
サ
モ

ア
及
び
ホ
ン
デ
ュ
ラ
ス
へ
派
遣
さ
れ

た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
派
遣

は
３
回
目
に
な
り
、
公
害
発
生
源
や

廃
棄
物
の
減
量
に
関
す
る
政
策
立
案

へ
の
助
言
な
ど
、
環
境
行
政
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
動
す
る
予
定
で

す
。

　

出
発
を
控
え
、
「
環
境
を
犠
牲
に

し
な
が
ら
発
展
を
推
進
し
て
き
た
過

去
の
教
訓
を
生
か
し
、
少
し
で
も
問

題
解
決
に
役
立
て
る
よ
う
努
力
し
た

い
」と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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町田市情報セキュリティ基本方針の概要


